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文献検索ガイダンス

2016年10月19日（水）

長崎大学附属図書館

（中央図書館）

教育学部3年生向け

「待機児童」について調べなさい。

という課題が出ました。

あるいは、

「待機児童」に関する論文を書くにあたって、

先行研究を調査することになりました。

まず、どのようにして調べますか？

2

ほとんどの人が、サーチエンジンを使って

ネットで検索するのではないでしょうか？

3

・・・その情報、信頼できますか？

誰が発信している情報？

検証はされている？

正しい情報？

憶測ではない？

4

学習や研究を行う上で必要な情報探索

の基礎的な知識と技能を身につける!!

・図書・雑誌の検索方法

・国内文献の検索プロセス

・各種データベース

・参考文献の見方

などについて解説します。

本日の目的 大学のホームページから・・・

学部・大学院・附属施設をクリックします
6
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スクロールして、
附属施設の中の附属図書館をクリック

7

附属図書館のホームページ

8

OPACのみ検索 をクリック

9

１．図書・雑誌を探す

長崎大学で所蔵している図書・雑誌を探す

→長崎大学図書館OPACで検索します。

10

OPAC （オーパック）

図書と雑誌

図書

雑誌

基本的な知識や
全体像を掴むのに有効

特定のテーマに関する
研究の成果のまとめ

1冊で完結

定期的に刊行
1冊に複数の論文

テーマに特化した内容。
最新の知見が得られる。

11
待機児童と入力して検索します

12

待機児童に関する図書を探す
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検索結果・・・1件

Q：長崎大学には「待機児童」に関する図書が１冊しか無い？

A：そうではありません。書名や件名に「待機児童」という言葉が

含まれる図書がなかっただけです。
13

OPACの特徴

図書の内容は検索対象とならず、
書名や著者名などにキーワードが含まれて
いるものだけを検索します。

図書の
タイトル

著者名
出版社名

図書の
内容

→キーワードが含まれていなければ、

内容が合致していても、検索できません。
14

他の検索語を使って再検索してみる

「待機児童」の関連語、他のキーワードは？

●待機 児童、 待機児

●保育 課題

●少子化 対策

●子育て 支援 ・・・など

書名に使われそうな
用語を選ぶと

検索されやすいです。

適切な検索語を選んで、
検索漏れを防ぎましょう！

15

待機 児童で検索してみましょう

16

検索結果・・・2件

17

テーマに関係する図書がヒットしました。

＜詳細情報画面＞

18

369.42

I56
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その他の検索語での検索結果

●待機児

●保育 課題

●少子化 対策

●子育て 支援

19

・・・ ２件

・・・ ２６件

・・・ １８件

・・・ １１４件

いずれも、簡易検索画面の「フリーワード」で検索した
結果です。
詳細検索画面の「タイトル・ワード」で検索すると、
ヒットする資料が異なります。

書架に行って、図書を探すのも1つの方法です。
書架の本は、主題（テーマ）別に並んでいます。

請求記号から図書を探す

１冊見つけたら、
その請求記号の棚に

行ってみましょう。
類似テーマの図書が

並んでいます。

369.42の棚を探してみる

児童福祉 ・・・369.4、367.6
保育所、託児所、学童保育・・・369.42

幼児教育、保育、就学前教育
・・・376.1付近

経営、管理、施設・・・376.14

日本の少子化問題・・・334.31
注）本の内容により例外もあります。

請求記号から図書を探す 索引で確認する

図書のタイトルから内容が
判断できない場合、

探しているテーマの有無を
索引で確認することが
できます。

図書『保育と家庭支援論』の索引（部分）

索引は図書の
後ろのページに

掲載されています。

政府が発行している白書や統計もチェックしましょう。
行政の取り組みや方針を把握しておくことも大切です。

例）子ども・若者白書 / 内閣府編
→中央図書館で所蔵（※旧書名：青少年白書）

厚生労働白書 / 厚生労働省編
→中央図書館、医学分館、経済学部分館で所蔵

文部科学白書 / 文部科学省編
→中央図書館で所蔵

中央図書館では、参考調査コー
ナーに配架しています。いつでも
誰でも利用できるように、貸出は
していませんので、ご注意ください。

その他の白書

＜政府発行＞

●少子化社会対策白書（旧少子化社会白書） /  内閣府編
●男女共同参画白書 /  内閣府編

＜その他の機関発行＞

●保育白書 / 全国保育団体連絡会編
●子ども白書 / 日本子どもを守る会編



5

演習問題

OPACで「児童虐待」に関する
図書を探してみましょう

●「児童虐待」以外に、どの様な検索
キーワードがありますか？

●中央図書館にある図書のみ検索
したい場合、どの様に検索すれば
よいですか？

●検索キーワードの例
⇒「子ども 虐待」「児童 福祉」など

●中央図書館にある図書のみ検索したい
⇒検索対象地区の「文教地区」

「図書館」にチェックを入れて検索

図書の貸出期間は２週間

延長は２回まで可
※予約が入っていない場合

最長６週間

Ｗｅｂサービス（ＭｙＬｉｂｒａｒｙ）を
活用すると、とても便利！

パソコンから長大ＩＤで
ログインしてください。

本の予約
取り寄せ

貸出期間
の延長

他大学
への依頼

返却期限
の確認

27

貸出冊数

開架：10冊まで

書庫：10冊まで

医学分館・経済学部分館で所蔵する図書を
中央図書館に取り寄せ、借りることができます。

※一部資料・雑誌を除く

ご希望の方は、カウンターでお申込みください。28

研究室所蔵資料を利用したい場合は
カウンターでお申込みください。

29
費用は往復の送料。1週間程度で到着します。

長崎大学に所蔵がない場合は、他の大学に
図書貸出の申込みができます（有料）

30
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CiNii Books：大学図書館の本をさがす

長大に所蔵があれば、一番上に
長崎大学の名前が表示されます。

をクリックすると、OPAC画

面が開きます。

サイニー ブックス

CiNiiをクリックすると、
CiNii Articlesが開く。
「大学図書館の本をさがす」を
クリックし、CiNii Booksを開く。

長崎県内の図書館も活用しましょう

32

複数の図書館の蔵書を

一度に検索できます。

公共図書館ならば、

送料無料で図書の

貸出申込みが可能。

国内の大学図書館に所蔵がない場合は、

国立国会図書館の蔵書を調べてみましょう。

※所蔵があれば、

図書貸出の申込み

ができます。（有料）

33

図書の内容から資料を検索したい
→図書連想検索（Webcat Plus）がおすすめ

図書連想検索（Webcat Plus）をクリック

34

図書連想検索（Webcat Plus）

検索窓にキーワードを入力して
検索します。

単語だけでなく、文章(フレーズ)
でも検索できます。

35

ウェブキャット プラス

ごっこ遊びの指導で検索してみましょう

タイトルをクリックすると、詳細情報画面が開きます。 36
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＜詳細情報画面＞

表紙や目次が見られる場合もあります。

NCIDをクリックするとCiNii Booksが開く。
37

CiNii Books：大学図書館の本をさがす

長大に所蔵があれば、一番上に
長崎大学の名前が表示されます。

をクリックすると、OPAC
画面が開きます。

38

OPAC ⇒所在を確認しましょう

39

電子ジャーナルも活用しましょう

電子ジャーナルとは？

＝雑誌論文を電子化し、Web上で見られるようにしたもの

• 24時間利用ができる

• 冊子体より早く読めることもある（Epub a head of print）
• 行方不明、誰かが読んでいるといったこともない

• 引用文献や参考文献への直接リンク

OPACや文献情報データベースからのリンク、または長崎大学

で利用可能な電子ジャーナルをまとめた「電子ジャーナルナ

ビゲーション＋（プラス）」というポータルサイトから利用してください。

電子ジャーナルナビゲーション ＋
プラス

OPACは、探している資料が
長崎大学に所蔵しているか
どうかを検索するシステム

雑誌に掲載されている論文の
情報（論文名や著者）までは、
OPACでは確認できません。

【雑誌】 雑誌名

あなたのパソコン、
操られてませんか？

深く静かに広まる「ボッ
トネット」の恐怖・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【雑誌の中身】

論文名

２．雑誌記事・論文を探す

42
⇒文献情報データベースを使います。
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文献情報データベース

学術雑誌に掲載されている論文の情報を集めた

データベース。組織的・網羅的な調査が可能

国内論文 --- CiNii（サイニー）

海外論文 --- Scopus（スコーパス） など

・検索結果の抄録による、要/不要を選別

・論題・著者および掲載箇所を確認

データベースリンク集

長崎大学で契約している
各種データベースのリンク集。

※一部データベースは、リモートアクセス
で学外からの利用も可能。

国内論文を探す：CiNii（サイニー）

45

トップ画面にもリンクがあります

CiNii Articles
オープンアクセス

＋ の論文は、本文まで利用可能
定額アクセス可能

論文タイトル、著者名などがはっきり分かっている場合は、詳細検索が便利です。

キーワードで検索できます

47

サイニー アーティクルズ

「幼稚園におけるごっこ遊び」に関する
国内論文で、本文へのリンクがある
ものを調べてみましょう。

例題
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＜検索結果一覧画面＞

論文のタイトル（青字）をクリックすると、詳細画面が開きます。49

＜詳細情報画面＞

論文のタイトル著者名

掲載誌情報

50

この様なバナーがある場合は、
本文を無料で読むことができます。

※一部有料のもの有り。

51

雑誌と同じ形で論文を読むことができます。
印刷することもできます。

本文が公開されていない場合は？

別の論文を見てみましょう。

52

53

本文リンクのバナーがない
→ 電子ジャーナルが利用できない

をクリックすると、OPAC画面が開きます。
54
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該当巻号の所蔵の有無を確認しましょう

記事が掲載されている４４巻は、
長崎大学では所蔵していません。

55

巻号情報の見方

1-33,38-40 1巻～33巻、38巻～40巻は所蔵。
３４巻～３７巻は欠号。

42-73 ４２巻～７３巻は、号も全て所蔵。

1-72+ 現在は72巻まで到着。
＋があれば継続受入予定。

所蔵年次で判断せずに、必ず巻号をチェックする

該当論文のコピーを他大学に依頼できます
費用（約1枚40円＋送料）は自己負担です

利用登録をすることで、
Webからの文献複写依頼が
簡単にできるようになります。
（事前のお申込みが必要です。）

パソコンにログインする時の
ID・パスワードと同じです。

ILL（文献複写・図書貸借）の表示があれば、
利用登録済みです。

自動的に文献情報
がセットされます。

WebサービスのILLの
ページにリンクします
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紙の申込書もカウンターにあります。

必要事項を記入してカウンターに提出してください。
1ページ40円程度＋送料。1週間程度で到着します。

３．新聞記事を探す

62

最新の動向や歴史的な流れを知る上
で、新聞記事の情報も欠かせません。

情報収集には新聞記事データベース
を活用しましょう。

新聞データベースで記事を探す①

朝日新聞（1985年～）、AERA（1988年5月～）、週刊朝日（2000年4月～）の
記事検索データベース。
その他、朝日新聞縮刷版（1879年～1999年までの昭和戦後の朝日新聞紙
面を収録）や朝日現代用語・知恵蔵の最新版が利用可能。

同時アクセス数：２

63

朝日新聞の記事は、テキスト形式に
加え、紙面イメージが見られるものも
あります。

同時アクセス数が限られているため、
ご利用後は必ず「ログアウト」をク
リックして終了させてください。

朝日新聞の記事検索： 聞蔵Ⅱビジュアル

をクリック

聞蔵II ビジュアル
「子どもの貧困」に関する

朝日新聞の記事を検索してみましょう。

発行日の指定
デフォルトは全期間

朝日新聞・朝日新聞デジタル
を選択
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紙面イメージを見ることができます。印刷もできます。

ご利用後は、必ずログアウトをクリックして終了して下さい。

新聞データベースで記事を探す②

西日本新聞：１９８９年～現在まで。朝夕刊の最終版と九州７件の地方版が対象。

日本経済新聞、日経産業新聞 他：過去３０年分の全文を利用可能。

同時アクセス数：５

同時アクセス数：１

◆上記のデータベースは長崎大学で契約しているものです。（※学内限定）

◆その他、無料で検索可能な新聞検索サイトがあります。
（国立国会図書館のサイトで紹介されています。）

無料記事検索サービス（国立国会図書館 リサーチ・ナビ）
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-700003.php

（2016/10/14 アクセス）

69

新聞データベース以外にも・・・

＜長崎大学で購読している新聞＞

・長崎新聞
・朝日新聞
・読売新聞
・毎日新聞
・日本経済新聞 等

新聞によっては、縮刷版やCD-ROM版を
所蔵しているものもあります。

過去分は１～３年分保存。
長崎新聞は1990年（平成
2年）より保存しています。

70

＜文献検索＞

◆ SCOPUS（スコーパス）

→海外論文の検索データベース。

1966年以降の化学・技術・医学・社会科学・人文科

学分野などの21,000誌以上のジャーナルの情報を

収録。

◆ メディカルオンライン

→国内で発行されている医歯薬学関連の雑誌の電

子ジャーナルWebサイト。衛生・保健分野も収録。

４．その他のサイト・データベース
＜文献検索＞

◆ NAOSITE http://naosite.lb.nagasaki-u.ac.jp/dspace/
→ 長崎大学に所属する教職員等の研究成果を収集

し、公開している電子コレクション。
（長崎大学機関リポジトリ）

◆ 九州地区国立大学教育系・文系リポジトリ
https://nuk.repo.nii.ac.jp/ 
→九州内の国立大学の研究者から推薦・投稿された

教育系・文系の論文を対象に、各大学が協力して
査読と編集を行い、電子的に刊行されたものを収
録。(平成24年以前のものは各大学のリポジトリに
も登録されています。) 

◆ JAIRO（ジャイロ） http://jairo.nii.ac.jp/
→日本の学術機関リポジトリを横断的に検索できる

ポータルサービス。
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＜ネットで使える百科事典と辞書＞

◆ JapanKnowledge Lib（ジャパンナレッジ リブ）

【同時アクセス2】

→百科事典のほか専門辞書、叢書、雑誌など50種類以上の

コンテンツを搭載。横断検索が可能。

※収録コンテンツ・・・日本大百科全書・現代用語の基礎知識・

日本歴史地名大系・会社四季報 ほか

＜学術文献専門の検索エンジン＞

◆ Google Scholar（グーグル・スカラー） http://scholar.google.co.jp/

→学術資料の検索に特化したGoogle社の検索エンジン。

学術専門誌、論文、書籍、要約、記事などが検索対象となる。

百科事典で調べる： JapanKnowledge Lib
ジャパンナレッジ リブ

【同時アクセス2】

複数の辞典類・各種コンテンツを
一度に検索することが可能

検索のキーワードがうまく思いつかないときは、
類義語等を辞書で調べてみましょう。
検索のキーワードがうまく思いつかないときは、
類義語等を辞書で調べてみましょう。

このアイコンをクリックすると、

ログインページが開きます。

長大IDでログインすると、学内と同じ環境

で利用できます。

今日、ご紹介したデータベースの一部は、

学外からも利用が可能です。

リモートアクセスログイン画面 NU Searchで一括検索する
図書や雑誌記事、デジタル資料などの
情報を一括検索できるポータルサイト
です。（オンラインの情報も検索対象）

検索可能なコンテンツを確認のうえ、
活用してください。

にもNU Searchへのリンクがあります。
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その他のツールで調べる

信頼できるサイトであれば、
インターネットの情報も有効です。

国や関係機関の
ホームページ、
刊行資料なども
参考になります。

例えば・・・

◆総務省統計局ホームページ
http://www.stat.go.jp/index.htm

◆E-Gov（イーガブ）：行政情報ポータルサイト
http://www.e-gov.go.jp/

79

５．参考文献から論文を探す

参考文献が図書か雑誌かにより、資料の探し方が

異なりますので、正しい見極め方を覚えてください。

参考文献を辿っていくことで、連鎖的に文献を探すことができます
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(1979) Science 205:651
2. R.Fong, U.Sacken, 

J.R.Dahn,J.Electrochem.Soc. 
137, 2009 (1990); B. Scrosati, 
ibid. 139, 2776 (1992)

D.W.Murphy,P.A. Christian

REFERENCES AND NOTES
1. K.sato, M. Noguchi, A. Demachi, 

N. Oki, M. Endo (1994) Science 
264:556

2. T. Ishikawa and S. Akagi, Phys. 
Chem. Glasses 19, 108 (1978)

例）飯沼賢司（2010） 「環境歴史学の可能性」 『環境と歴史学』

水島司編 勉誠出版 64-73

●和図書の場合

著者名（出版年） 「論題名又は章題名」 『書名』 編著名

出版者 掲載ページ

●洋図書の場合

著者名（出版年） 論題名または章題名 編著名 書名

出版地 出版者 掲載ページ

例）Phillips SJ. （1995） Hypertension and stroke. In Laragh  JH, 
editors. Hypertension：pathophysiology, diagnosis, and 
management, 2nd ed. New York : Raven Press. p.465-78.

→ 図書の場合は、必ず出版者の記述があります。

例）時実象一（2008） 「電子ジャーナルの長期保存」 『情報の
科学と技術』 58（2）：84-88

●和雑誌の場合

著者名（掲載年） 「論文タイトル」 『雑誌名』 巻数（号

数） : 掲載ページ

●洋雑誌の場合

著者名（掲載年） 論文タイトル 雑誌名 巻数（号数）:

掲載ページ

例）Vega KJ, Pina I, Krevsky B. （1996） Heart  transplantation is 
associated  with an increased risk for creatobiliary disease.  
Ann Intern Med, 124（11）: 980-3

→ 雑誌の場合は、必ず巻号の記述があります。

例）久保百司ほか（2010） 「色素増感型太陽電池デバイスの

量子論に基づくマルチスケールシュミレータの開発と応用」

『日本化学会情報化学部会誌』 27（5）：119
＜http://www.jstage.jst.go.jp/article/cicsj/27/5/119/

_pdf/-char/ja/ ＞（参照 2013-10-01）

●電子ジャーナルの場合

論文著者名（掲載年） 「論文タイトル」 『雑誌名』 巻数

（号数）： 掲載ページ ＜入手先＞ （参照日付）

電子ジャーナルに限らず、Web上の情報の場合は、

サイトのアドレスとサイトを閲覧した日付（アクセス日）

が記載されています。

→ Web上の情報は変更されることが多いためです。

６．引用と著作権について

① 引用の必然性があること
② 自分の文章が主で、引用が従であること

＜目安としては、自分の文章の10分の1以下＞

③ 他人の文章を括弧でくくるなどして、自分の文章
と区別すること

➃ 出所（引用元）を明示すること

引用の用件（著作権法第32条及び第48条が適用）

引用とは、自分の論旨を説明・証明するために、他人の

文章や事例を引くことです。
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引用元を明らかにせずに、いわゆるコピペ
で論文を作成することは、剽窃（ひょうせつ）
という犯罪行為です。

なぜ、他人の文章をまるごと
コピーして、あたかも自分が
書いた文章のようにして、
論文を書いてはいけないのか？

全ての著作物は
著作権法で保護されているから

＜参考文献＞

１．高崎みどり編著『大学生のための「論文」執筆の手
引 : 卒論・レポート・演習発表の乗り切り方』秀和シス
テム, 2010年

２．吉田健正著 『大学生と大学院生のためのレポート・
論文の書き方』 ナカニシヤ出版, 2004年

３．藤田節子著 『レポート・論文作成のための引用・参
考文献の書き方』日外アソシエーツ, 2009年

文献の検索で分からないことがあれば、
参考調査カウンターでお尋ねください！
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